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１．単元で育成する資質・能力 
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３．単元に関わる内容と見方・考え方の系統 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

横浜市算数研究会 10 月提案  

６年 ｢拡大図と縮図｣ 

白根小学校 砂金 智太郎 

単元の 

主張 

本単元で働かせる数学的な見方・考え方は「図形間の関係に着目して、図形の構成の仕方について考察すること」とされている。児童はこれ
までに、「形も大きさも同じ図形」である「合同」について学習し、図形間の関係を見取る素地を培ってきている。しかしながら、「合同」と
いう概念が、直感的に捉えやすいものであるが故に、「同じ形」や「同じ大きさ」とは何かについては言語的な理解をすることが難しいと思わ
れる。「合同」と「相似」の差異を捉えさせるために、「形も大きさも同じ図形」と「形が同じで大きさが違う図形」の言葉を、意味を深く考
えさせた上で、定義を理解させていくことが大切である。実際の図形をＩＣＴ機器で拡大し、直感的に「形が同じ」を認識させ、構成要素に着
目させながら観察し、性質を具体的な言葉で落とし込んでいけるように指導にしたい。 

 

① （本時） ② ③④ ⑤⑥⑦ ⑧知識・技能の定着 

○合同という図形の見方を活用した考察を

通し、拡大図、縮図の意味や性質につい

て理解する。 

〇拡大図と縮図についての作図の仕方を、定義に基づい

て考察する。相似の中心を任意に取り、作図する方法

を理解する。 

○縮図や拡大図を見付けたり、生活に生かしたりする活動を通して、拡

大図と縮図を日常に生かしていこうとする態度を育てる。 

〇学習内容の定着を確認し、理解を確実にす

る。 

・タブレット端末で拡大した図を見なが

ら、直感的に同じ形を理解し、その性質

を構成要素に着目しながら具体的に考察

する。既習の合同の捉え方を拡張してい

ることに気付き、概念を発展させる。 

・拡大図や縮図をかくことによって、その意味や特徴を

理解する。 

・マス目を利用する方法や、相似の中心を図形の頂点に

置く方法、また内部に置く方法を理解し、それぞれの作

図の特徴を理解する。 

・合同な図形が敷き詰められた床や壁などの模様から縮図や拡大図を見

付けることにより、合同と縮図と拡大図の関係の理解を深める。 

・地図上の長さと縮尺を基にし、実際の長さを計算で求めるなどの活動を

通して縮図や拡大図を日常で活用していこうとする態度を育てる。 

・木の高さなど測定しにくい部分を測定しやすいものを測り、縮図を利用

して求めるという方法を経験する。 

・拡大図と縮図の関係になっている 2 つの図

形を選び、理由を説明する活動を通して、定

義の理解を確実にする。 

・拡大図と縮図の作図の方法を説明する活動

を通して、作図の方法の理解を確実にする。 

 

学年 

内容 

1 年 

・図形についての理解と基礎 

・形とその特徴の捉え方 

2 年 

・三角形、四角形 

・正方形、長方形、 

直角三角形 

3 年 

・二等辺三角形、正三角形 

・角 

・円、球 

4 年 

・直線の平行や垂直の関係 

・平行四辺形、ひし形、 

台形 

5 年 

・図形の形や大きさが決まる

要素と図形の合同 

・多角形についての簡単な性

質 

・正多角形 

6 年 

・拡大図と縮図 

・対称な図形 

中学 

・基本的な作図の方法・図形の移動・平行線や角の性質 

・直線や平面の位置関係・基本的な図形の計量 

・空間図形の構成と平面上の表現・平行線と線分の比 

・平面図形の合同、相似と三角形の合同条件、相似条件 

・証明の必要性と意味及び理解 

・相似な図形の相似比と面積比、体積比の関係 

・円周角と中心角の関係と証明・三平方の定理と証明 

見方 

・ものの形(全体で形を捉え

る) 

・構成要素(辺・頂

点、面) 

・直線・直角 

・構成要素 

・辺の長さや角の大きさ

の相当 

・構成要素の位置関係(垂

直、平行) 

・構成要素 

・図形間の位置関係(合同) 

・構成要素の関

係(対称) 

・図形間の関係 

 (拡大、縮小) 

・図形の構成要素や構成の仕方 

・数学的な推論の過程 

・図形の構成要素の関係 

考え方 

・形の特徴を考える。 ・図形の性質を見いだす 

・図形の性質及びその構成の仕方について、筋道を立てて論理的に説明する 

・図形の性質をもとに、それを日常生活に活用できないか考える 

・図形の性質や関係を直感的に捉え論理的に考察する力 

・図形の性質や関係を論理的に考察し表現する力 

・図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力 

 

① 生きて働く「知識・技能」 

（ア）縮図や拡大図について理解すること。 

②  未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」 

（ア）図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成の仕方を考察した

り図形の性質を見いだしたりするとともに、その性質を基に既習の図形

を捉え直したり日常生活に生かしたりすること。 

③  学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」 

〇数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してより

よいものを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに気付き学習した

ことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

「形が同じ」であるということを、図形の構成要素に着目しながら考察

することで、５年生までに学習してきた合同な図形以外にも同じ形をし

ている図形があることを理解できるようにする。実際に縮図や拡大図を

かくにあたっては、方眼の縦、横の両方の向きに同じ割合で縮小、拡大

したものを用いたり、一つの頂点に集まる辺や対角線の長さの比を一定

にしてかく、相似の中心の考え方を用いたりする方法をかけるようにす

る。 

二つの図形の構成要素の関係を調べながら、５年生の合同で使われていた「同

じ」という言葉を捉え直す。対応するすべての角が等しいことは分かるが、対

応する辺の長さは一致しない。このとき、既習の「比」に着目することで、対

応する辺の長さの比がどこでも一定であることを見いださせるようにする。ま

た、日常においてもスマートフォンや地図など多くの場面で利用されているこ

とや、木の高さのように測定しにくい部分を測定しやすい影の部分を利用して

求めることができることなどを学び、問題解決に生かしていけるようにする。 

縮図や拡大図について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面

的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度、数学のよ

さに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

実際に測定することが難しいものを、測定のしやすい部分を測ることで

求めたり、実際の大きさで表現できないものを、縮図を利用することで

表現したりすることで、問題解決をする際に拡大図と縮図が役に立つこ

とを知り、主体的に日常の事象に算数を活用する態度を育てる。 
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４．本時について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．教材の価値    ６．板書計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇問題場面の把握 
・レジャーシートの形について考える 

・ピンチ操作の概念について話し合い、同じ

形についての直観的理解をする。 

・正方形が同じ形になることをピンチ操作

で体験し、理由を予想した上で長方形が同

じ形になるかを予想する。 

 

 
 

〇図形間の関係に着目する 
・長方形は同じ形と違う形のどちらにもなる可能性があることを

体感し、対応する辺や角の図形間の関係を実測して調べ、同じ形

がどのような構成になっているかを考察する。 

〇根拠を基に自分の考えを説明する 
・実測した数値を基に、どのようなときに同じ形になるといえる

のかを筋道立てて説明する。 

 

 
 

〇考えたことについて共有する 
・同じ形になる図形は、対応する辺の長さの比が等しくなる

こと、縦と横の辺の比が等しくなることに気付く。長方形

で成り立った事実を正方形に振り返って適用させたとき、

正方形では足し算でも辺の比が変わらないことに気付く。 

 

・正方形どうしだから同じ形。 

・すべての辺が 2ｃｍ伸びているから同じ形。 

・すべての辺が 2 倍の長さになっているから

同じ形。 

・ピンチ操作をしたら、ぴったり重なった。 

・同じ形になる長方形どうしは、対応する辺の比がそれぞれ等しく、

違う形になる長方形どうしは、対応する辺の比が等しくない。 

・同じ形になる長方形どうしは、縦と横の比が等しくなり、違う形に

なる長方形どうしは、縦と横の比が等しくない。 

・同じ形になる図形どうしは対応する辺の比や、縦と横の比が

それぞれ等しくなる。 

・正方形で足し算の考えで成り立ったのは、足し算しても辺の

比が変わらなかったからだ。 

・長方形で成立したことは、ほかの図形でも成り立つだろうか。 

 

見方・考え方の成長 図形間の関係に着目し、対応する角の大きさや対応する辺の長さについて考察することができる。 

○本時の主旨 
 本時では、拡大図と縮図の導入とし

て、同じ形をしている図形とは何かに

ついて考える。同じ形は 5年生の合同

の中でも指導されているが、合同が直

感的に捉えやすいものであるが故に、

同じ形についての理解は直観的にと

どまっていると考えられる。タブレッ

ト端末に写し取った図形をピンチ操

作しながら、ぴったり重なることを体

験したり、図形間の構成に着目したり

しながら同じ形について考察してい

き、拡大と縮小についての理解を深め

させたい。 

見方：着眼点  辺の比、合同 考え方：思考・認知、表現方法   ○図形間の関係を根拠にした説明 

本時における 知 識 ・ 技 能  ：同じ形をしている図形の性質を理解する。 

       思考・判断・表現：図形間の関係に着目し構成の仕方を考察する。  

       学びに向かう力 ：既習の合同の学習をもとに、構成要素に着目して、同じ形の意味や性質を考えようとする。 

本時目標  2 つの図の構成要素に着目し、同じ形とは何かを考えることができる。 

形も大きさも同じ図形につ

いては合同の中で学んできた

が、形が同じという言葉は児童

にとって捉えづらく、分類を指

しているのか、構成を指してい

るのか混同していることが多

いと思われる。タブレット端末

のピンチ操作についての概念

を共有し、同じ形についての直

観的理解を図り、論理的な考察

に つなげたい。また、和や差

の考え方でも同じ形が成り立

つ正方形と、その考えが成り立

たない長方形を取り扱うこと

により、児童の問いを引き出し

たい。最後に、長方形の考察を

正方形に適用させ、正方形は和

や差の考えでも辺の比が変わ

らないことに気付かせる。 

 

 

 

３ 構成要素に着目することで、同じ形という言葉

を捉え直す。 

２ 図形間の関係に着目しながら、根拠を基に自分の考

えを説明する。 

１ 同じ形に着目して、問題を考える

見通しを持つ。 

Ａ Ｂ Ｃ 

Ｄ 

Ｃ 
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７．授業記録 
 

教師の発問 児童の反応 

 

 

 

3 日後には運動会だけど、皆準備はしましたか？ 

 

先生もこの前買い物をしに行きましたが、こんな

ものを見つけました。 

 

 

最近の百円ショップはすごいですね、こんなにた

くさんの種類を見つけました。(実物掲示) 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれどんな形になっているかな？ 

 

じゃあ㋑㋒と㋐㋓㋔は同じ形なの？ 

 

 

意味によるってどういうこと？ 

 

 

 

大きさと形という言葉が出てきたね。例えば長方

形の㋐㋓㋔は、全部大きさは違うの？ 

 

じゃあ形は？ 

 

どうしてそう思ったの？ 

 

長さに注目したんだね。皆もそう思う？ 

 

じゃあ㋐と㋓はどうかな？ 

 

図形には大きさは違うけど、同じ形になるもの

や、違う形になるものがあるんだね。今日は、大

きさは違うけど、同じ形になる図形や、違う形に

なる図形の特徴を皆で考えていきましょう。 

 

 

さて、これから考えるうえで、レジャーシートは

大きすぎて扱いにくいので、机に乗る図形を作っ

てきました。まずは、正方形の方から考えましょ

う。 

 

 

 

 

 

ぼちぼち。 

 

 

レジャーシートだ！ 

 

 

 

かわいい！ 

こんなに種類があるんだ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

㋑㋒は正方形で㋐㋓㋔は長方形。 

 

同じじゃない？ 

意味による。 

 

長方形っていう名前で言うなら同じだけど、大

きさとか形で言うなら違う。 

 

 

大きさは違う。 

 

 

形は、㋔は違うと思う。 

 

㋐㋓と比べて、縦長な形をしているから。 

 

確かに㋔は㋐㋓とは違う形だと思う。 

 

大きさが違うだけで同じ形に見える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青・赤・白(透明)の 3 つの正方形があるけど、白

と比べると、大きさはそれぞれどうなっているか

な？  

 

じゃあ形は？ 

 

どうしてそう思ったのかな？ 

 

 

 

レジャーシートの時と同じように長さに着目し

たんだね。伸ばしたり縮めたりするというのは、

計算で言うとどういうことをしているのかな？ 

 

つまり、すべての辺の長さに同じ数を足したり、

引いたりすると同じ形になると予想したんだね。 

他の理由はあるかな？ 

 

なさそうかな？じゃあ実際に調べてみよう。 

皆これが何か知っていますか？ 

 

そうですね、使ったことはありますか？ 

 

先生もよく使いますが、皆は iPad でこういう操

作をしたことがありますか？(ピンチ操作の指真

似をする) 

 

このことをピンチ操作と言います。このピンチ操

作とはどんな操作のこと？ 

 

 

大きくする操作と言ったけど、こういうこと？(写

真を掲示) 

 

 

 

 

 

 

 

 

どういうこと？ 

 

 

なるほど、ピンチ操作は、形は同じままで、大き

さだけを変える操作のことと言えるね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤も青も違う。 

 

 

赤も青も白と同じ形だと思う。 

うんうん。 

 

 

赤も青も白の辺をすべて同じ長さ伸ばしたり縮

めたりしてできているから。 

 

 

足し算と引き算。 

 

 

 

うーん・・・ 

 

 

 

iPad！ 

 

最近だと体育の授業で使った。 

 

 

あるある！ 

 

 

 

ズームする 

文字や絵を大きくする 

 

 

 

違う！そうじゃない！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは顔の形が変わってる！縦長になってる！ 

形はそのままで、縦にも横にも大きくする。 

 

 

そうそう。 

 

 

 

 

 

 

 

問題把握 

和や差の見方 
T1 

 

 

T2 

 

 

 

T3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T4 

 

 

T5 

 

 

T6 

 

 

 

 

T7 

 

 

T8 

 

 

T9 

 

T10 

 

 

T11 

 

T12 

 

 

 

 

 

 

 

T13 

C1 

 

 

 

C2 

 

 

 

C3 

C4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C5 

 

C6 

C7 

 

 

C8 

 

 

 

 

C9 

 

 

 

C10 

 

C11 

 

C12 

 

 

C13 

T14 

 

 

 

 

T15 

 

T16 

 

 

 

 

T17 

 

 

 

 

T18 

 

 

 

 

T19 

 

 

T20 

 

 

T21 

 

 

 

 

T22 

 

 

 

 

T23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T24 

 

 

T25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C14 

 

 

 

C15 

 

 

 

 

C16 

 

 

 

C17 

 

 

 

 

C18 

 

 

 

 

C19 

 

C20 

 

 

 

C21 

 

 

 

C22 

C23 

 

 

 

 

C24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C25 

 

 

 

 

C26 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 
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ということは、もし、皆の予想した通り、赤と青

の正方形が白の正方形と大きさが違うけど同じ

形だとしたら、ピンチ操作で大きさを揃えるとど

うなるかな？ 

 

合同つまりぴったり重なるね。ではやってみよう 

 

結果はどうだったかな？ 

 

ということは、予想通り、赤と青の正方形は白の

正方形と大きさは違うけど同じ形だといってよ

さそうだね。 

すべての辺の長さに同じ数を足したり、引いたり

すると同じ形になるという理由だったけど、この

考えで正方形以外の図形も同じ形になるかな？ 

 

 

 

長方形もやりたいという意見が出たね、やってみ

ようか。白と同じ形はどれになるかさっきの理由

を使ってよう。 

 

 

 

ということは、さっき考えた理由では、緑色が同

じ形になると予想できるね。実際に調べてみよ

う。結果はどうだったかな？ 

 

 

 

 

あれ、予想とは違う結果になったね。 

ということは、長方形の足し算の考えでは同じ形

にならないんだね。 

 

 

そうか、気が付いたことがある人もいるんだね、

じゃあ長方形の時の同じ形になる図形と違う形

になる図形の特徴を考えてノートに書いてみよ

う。 

それができたら班でどんな考えが出たか共有し

よう。 

 

どんな意見が出てきたかな？ 

 

どういうこと？ 

 

 

比は具体的にどのような比になるの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形も大きさも同じになるから、合同になる！ 

 

 

 

ぴったり重なった！ 

 

 

 

 

 

 

なりそう。 

全ての図形においては無理じゃ？ 

調べてみないと分からない！ 

長方形あるしやってみたい！ 

 

 

   

黄色かピンクか緑じゃない？ 

緑は対応する辺がすべて 5 ㎝のびてる。 

 

 

 

 

 

あれ、緑ははみ出てぴったり重ならない！ 

黄色とピンクはぴったり重なる。 

水色はやっぱり無理。 

 

 

 

 

何でだ？ 

別の理由があると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この前勉強した比の関係だと思いました。 

 

長方形の縦と横の長さの比が同じになれば同じ

形になって、比が違かったら違う形になる。 

 

まず、白の図形の縦と横の比が 10：15 で同じ 5

で割ると 2：3 になる。 

次に他の色も同じようにすると、 

黄 2：3 ピンク 2：3 緑 5：10 水色：1：5 

 

説明を聞いていて先生気になったことがあるん

だけど、同じ５で割るって何？ 

 

 

なるほど、どこかで聞いたことあることだね。 

 

比を簡単にするという言葉が出てきたね。この言

葉を使って C?さんが言ってくれた考えをまとめ

て言える人いるかな？ 

 

 

とても短く分かりやすく考えをまとめられたね。 

他にも特徴は見つかったかな？ 

 

 

 

じゃあみんなで言葉にしよう、どんな特徴？ 

 

 

 

 

 

図形を重ねて考えたんだね。揃って見えるとい

う言葉が出てきたね。何が揃っているの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こういう直線みんな見おぼえない？ 

 

つまり、この特徴をまとめて言うとどんな特徴

って言えるの？ 

 

 

 

算数の言葉でまとめられたね。 

 

さて、まだ考えや意見がありそうですが、時間

が限界なので次回に続きをしましょう。 

今日までの考えをまとめると、同じ形になる図

形にはどんな特徴があるといえるのかな？ 

 

 

正方形の時の、足したり引いたりする考え方

は？ 

 

なんで特殊パターンなんだろうね？これも次回

考えていきましょう。 

 

になるから、白と同じ形になるやつは比が等し

くなっている。 

ああ～。確かになってる！ 

 

 

比は同じ数で割っても比は等しいから、両方と

も 5 で割る。 

 

比を簡単にする問題でやった。 

 

 

白の図形は縦と横の比を簡単にすると 2：3 にな

る。同じ形になるやつは同じように簡単にした

ときに、2：3 になって、違う形になるやつは比

を簡単にしても 2：3 にならない。 

 

 

 

 

言葉にできないけど図形の特徴はみつかった。 

 

 

図形をきれいに重ねると同じ形ものは揃って見

えるんだけど、違う形のものはばらばらになる。 

 

ああー本当だ！ 

 

 

左下の角を合わせると対角が一直線に揃って

る。 

 

 

 

 

 

 

 

対角線。 

 

 

左下の角を揃えると、同じ形をしたものの対角

は対角線に揃って、違う形をしたものは対角が

ばらばらになる。 

 

 

 

 

 

 

縦と横の比が等しくなると同じ形。 

重ねてみると対角線上に角が揃うのが同じ形。 

 

でも長方形ではダメだった。 

あれは正方形の時だけの特殊パターンじゃな

い？ 

図形の見方(角や対角線への着目) 

T26 
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C29 

C30 
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C51 

 

 

 

C52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C53 

 

 

C54 

C55 

Ｃ 

Ｄ 

比の見方(既習の比との統合) 

Ｂ 

Ｃ 
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〈比と関連づける〉 

〈角や対角線〉 

 

８、児童の振り返り 
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〈教具について〉 

〈その他〉 
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９、分析と考察 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

形が同じで大きさが違う図形について直観的な理解を共有する場面である。どの図形も四角形や長方形、正方形という分類で見てしまうと同じ形と捉えかねないため、様々なレジャーシートを用いて同じ

形がどういうものを指すのか理解を図った。子供たちの反応は、㋑㋒や㋐㋓㋔を同じではないかと思った児童が半分弱ほどいたように思われるが、その後に「名前で考えるのではなくて、大きさや形とし

て考えると違う」という発言を聞いて納得した児童が多く存在していたように感じられた。また、㋔のような極端に縦長のレジャーシートについては、ほぼ全児童が他とは違う形と捉えていたが、㋐㋓や

㋑㋒については、同じだと思いつつも確信は持てていない様子であった。 

３つの正方形を見て、同じ形か違う形かを判断する場面である。提示した三角形はそれぞれ一辺が 10cm、12.5cm、15cm であるが、この数値に設定することはとても悩んだ点である。狙いとしては、比

を勉強している児童にとって、「同じ数倍されていれば同じ形になる」のように積や商の考え方の方が出てきやすいが、正方形は特殊な形であるため、「同じ長さを伸ばすと同じ形になる」のように和や差

の考え方でも比が一定となることを児童に捉えさせたかったことがある。そのため、倍の見方より和の見方が出やすい数値に設定したが、狙い通り和や差の考えは出てきたものの、数値自体が捉えづらく

なってしまい子供の数値の思考を妨げたように思われる。和や差で考えられるもう少し小さい整数値を選ぶようにする必要を感じた。正方形自体の捉えは、やはり多くの児童が同じ形だと予想した。ここ

でそれを確かめるべく、タブレット端末のピンチ操作を利用して実験する活動をした。ピンチ操作がどんな操作であるか児童に問うたところ、「ズームする」、「大きさを変える」という言葉が出てきたが形

について触れる児童はいなかった。そこで、写真を縦長に大きくしたものを見せ再度確認したところ、「形は変わらないまま大きくする」操作であることに辿り着くことができた。このピンチ操作で「大き

さのみを変えて大きさを揃える」ことができることを知ったことで、今回学ぶ「同じ形で違う大きさの図形」を、既習の「同じ形で同じ大きさ」に変えて合同として捉えることができたことは、児童にと

ってとても掴みやすい形だったように思われた。実際のピンチ操作では、トレーシングペーパーで作られた図形をタブレット端末上で重ねつつピンチしていくという動きが、苦手な児童にとっては大変だ

ったようである。また、縮小はタブレット端末のシステム上、指を離すと元に戻ってしまうので難易度が高かったと感じた。基準の図形を最も大きい図形にして、拡大操作のみにすると良いと思われる。 

Ｂで考えた「和や差の考え」が長方形においても成立するかについて考える場面である。児童に「和や差についての考え」が他の図形についても成り立つのか問うたところ、「なりそう」という声や「どん

な図形でもだと無理」、「分からない」などの反応が見られた。いずれも手元に長方形の図形があるので「やってみたい」という気持ちが強かったように感じた。長方形の 5 つの図形で、違う形の一つは同

じ形に見えるようなＤの図形を、もう一つは明らかに違う形になるＥの図形を選んだ。児童の反応も、Ｂの結果を受けて、「和や差の考え」から、このＤの図形は同じ形だと予想している児童が多かった。 

そのため、実際にピンチ操作をして違う形になることを知り「あれ？おかしい」と感じていた児童も多く見受けられ、「問い」を生み出す授業という点において良かったと思われる。数値を比べる中で、割

と早い段階で、比の考え方に行き着く児童が見受けられたが、いずれも縦と横の比に着目する児童が多く、二つの対応する辺で比を見取る児童はいなかった。これは、比の授業において長方形の縦と横の

比を基に長さを出す問題を経験しており、二つの図形の対応関係を見取ることが久々であったことが原因として考えられる。授業の合間に「合同」や「対応する」などの復習を挟んだり、二つの図形を見

取りやすくするような声かけをしたりしていく必要があることを感じた。                                                                                                                                                                                                                                                                                   

Ａ 
 

Ｂ 

Ｃ 

〈形が同じを明確にする導入と比や合同の見方との統合〉 

今回、児童が直観的に理解している「形が同じ図形」の特徴を具体的に捉える導入を行ったが、児童にとって親しみのあるピンチ操作を用いたことで、熱心に同じ形について考

えていた。今までの教科書のように、いきなり似通った図形を出され、それを児童の直観的感覚で同じ図形と判断することは、児童にとって混乱を生む可能性が高い。ピンチ操

作自体がどのような操作であるかを児童が言葉にすることを通して、形が同じで大きさが違う図形を、形も大きさも同じ図形である既習の合同と結び付けて児童が考えられたこ

とは、明確に同じ形を捉える上でも良かったように思われる。また、従来のように一般的な台形から入らずに、正方形、長方形というステップを踏んだことにより、子供たちの問

いを生み出しながら、構成要素への着目を促すことができ、比についての理解を深められると感じた。図形領域の授業において、実際に図形を操作することは、児童の多様な考

えや問いを生み出すとともに、明確かつ深く理解をすることができると感じた。この点においても「形が同じ」を導入で丁寧に扱うことに意義があると考える。 

Ｄ 
同じ形になる図形の特徴を図形から見出した場面である。今回の授業において図形の実物を児童に一人一つ配布したが、図形の授業において実物がいつでも触れる環境にあるということの効果を如実に感

じた。比の考え自体に行き着かない児童も、同じ図形を動かしながら、基準点を作ってその特徴を考えていた。重ね方としては、左下の頂点を揃えて重ねる児童も見受けられたが、図形の対角線の交点に

合わせている児童も見受けられた。多様な考え方をすることができる「重ねる」という動作は、この後の作図においても、基準点から伸ばしていく場面で扱われる要素なので、その素地を体験することが

できるという点でとても意義があると感じた。ただ、図形の特徴を説明する際に、多くの児童が苦戦をしていたように思われた。明確な数値で説明できない分、それぞれの考えを言葉にできるように支援

をする必要がある。 


